
（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
 

 熊本県立小国高等学校 令和３年度（２０２１年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
教育基本法の理念、及び「令和３年度（２０２１年度）県立中学校・高等学校における教育指導の

重点」と本校の三綱領「尚志・勉学・自主」の具現化を図る｡基本的人権の尊重に基づき、深い愛情と
理解をもって、生徒一人一人の教育的ニーズに応じた最適な指導・支援を行い、徳（豊かな人間性）
・体（健康と体力）・知（確かな学力）の調和のとれた生きる力を備えた総合的人間力の育成に努め
る。また、郷土に思いを馳せ、生涯にわたって郷土に誇りを持てる人材に育てる。 

 

２ 本年度の重点目標 

（１）「徳育・体育・知育」の三育並進による知性と品性を備えた生徒の育成 

（２）志を高く（尚く）掲げ、自主的で意欲的に学び続ける生徒の育成 

（３）基本的生活習慣を確立し、情操豊かで社会性を備えた生徒の育成 

（４）適性を見極め、主体的な進路選択のできる生徒の育成 

（５）生まれ育った郷土に感謝し、郷土を誇れる生徒の育成 
（６）ＩＣＴを活用した授業改善・業務改善 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 

 

安心・安全
な学校環境
づくり 

災害時における
生徒の安全確保 

防災教育を通
して防災意識
を高め、災害の
危機を理解し
て自らの安全
を確保する行
動や日常の備
えができるよ
うにする。 

定期的に防災だ
よりを発行し防
災への理解と意
識を高める。発生
時刻を予告せず
に避難訓練を実
施して主体的な
行動を促す。実際
の災害に備えて
備蓄物資を学校
に保管する。 

Ａ 

定期的な防災だよりの
発行や危険予測力を高
める避難訓練を実施し
防災意識が高まった。
非常用備蓄物資の提出
は約４割に止まったた
め、合格者説明会等で
保護者への啓発も行う
など、防災対策・防災
教育を継続する。 

保健教育・教育
相談体制の充実 

思春期の心身
の課題に対し
て、専門的な立
場からの学び
の機会を設け、
望ましい意志
決定・行動がと
れるようにす
る。 

各学年の実態に
応じた性教育講
話やストレス対
処教育、全校生徒
に向けた薬物乱
用防止教室を実
施する。日頃の様
子や年間２回実
施するアンケー
トなどをもとに
定期的に教育相
談を実施する。 

Ｂ 

性教育講話や保健室便
り等で性に関する指導
の充実を図った。薬物
乱用防止教室では八代
税関職員を講師に実施
し次年度は視点を変え
た講師を迎え学習の充
実を図る。ストレス対
処教育については２年
生の実施ができなかっ
たため次年度は全学年
で実施できるよう計画
を立てていく。 

開かれた学
校づくり 

積極的な情報の
発信 

小国高校の今を
伝えるため定期
的にホームペー
ジを更新すると
ともに、学期に
１回小国高通信
を発行する。地
元のラジオ放送
やケーブルテレ
ビで学校の様子
を伝える。 

ホームページに
掲載した内容を
もとに小国高通
信を作成し、近隣
の学校に配付す
る。地元のメディ
アに学校の行事
等を伝えるため
情報を提供する。 

Ａ 

ホームページに学校の
様子を100周年に向け
た事業の一環としてこ
れまでＦＭ小国で放送
していた内容を映像で
も収録し両町で放送し
ていただいたことによ
り、地域の方から声を
かけていただく機会が
増え、学校の様子を伝
えることができた。 

 
  



    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 
学校 
経営 

 

開かれた学

校づくり 

保護者や地域の

方との交流の活

性化 

学校行事への保
護者及び地域の
方の参加者を増
やす。 

育志会役員会や
ホームページ、地
元メディア及び
小国高通信を活
用して行事の照
会や案内を行う。
新型コロナウイ
ルス感染拡大防 
止の観点から参
加が難しい場合
はオンライン配
信などにより学
校行事の様子を
見てもらう。 

Ｂ 

行事等の案内は行ったが
新型コロナウイルス感染
症予防のため、保護者や
地域の方の来校をお断り
したりすることが多かっ
た。ケーブルテレビで学
校行事の様子を放送して
もらい、多くの方に生徒
の活動を伝えることがで
きた。 

学力  
向上 

 

主体的・対
話的で深い
学びの実現 

授業時間の確保
と実施 

授業の振替又は
監督付きの自習
を100％行う。自
習の際は必ず課
題等の準備を監
督者に具体的に
示す。 

授業の時間割変
更を必ず行うと
ともに必要に応
じて特別時間割
を作成して授業
措置を徹底する。 

Ａ 

出張やweb研修等がある
週は特別時間割を作成し
授業入替をすることがで
きた。突発的に授業担当
者が不在の時も教科間及
び学年間で連携を取り合
い、対応することができ
た。 

職員の積極的な
教材研究及び授
業計画 

授業アンケート
において、授業
内容・進度・板
書等の評価項目
で適切であると
答えた生徒の割
合を全て90％以
上にする。 

公開・研究授業週
間において授業
見学を行い、職員
間で授業につい
ての意見交換を
活発に行う。 Ａ 

授業評価アンケートの目
標に掲げた項目について
は、ほぼ100％に近い割
合が肯定的意見だった。
公開・研究授業週間は３
人グループでの授業参観
を行い、教科を横断した
意見交換をすることがで
きた。特にＩＣＴの活用
方法について情報交換を
することができた。 

家庭学習時
間の確保と
習慣化 

課題の管理と計
画的な指導 

学習内容を定着
させるために適
切な質及び量の
課題を与え、生
徒の計画的かつ
系統的な学習を
支援する。 

授業アンケート
の結果を受けて、
生徒へ個別に声
かけを行うとと
もに、計画性の大
切さや課題の意
義について生徒
が学べる機会を
作り、意識向上に
繋げる。 

Ｂ 

授業内で各担当者が声か
けをするとともに、Goog
le classroomで呼びかけ
をするなど、生徒に様々
な方法でアプローチする
ことができた。今後は生
徒自身もお互いに声を掛
け合いながら主体的に取
り組んでいけるような取
組を行いたい。 

家庭学習の習慣
化 

家庭学習時間調
査において、生
徒の目標学習時
間到達割合を60
％以上にする。 

Google classroo
mを活用した調査
を行い、生徒の家
庭学習時間を全
職員が毎日閲覧
できるようにす
ることで、生徒へ
の声かけや指導
を促進する。 

Ａ 

宅習時間調査における生
徒の目標学習時間到達割
合は、65.2％であり、目
標を達成できた。昨年度
が59％だったので、到達
率が上がった。今後も家
庭学習への意識を高めて
いきたい。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

3年間を見通
したキャリ
ア教育の推
進 

個に応じた進路
指導の充実 

スタディサプリ
の活用を推進す
る。 

進路指導委員会
を各学期１回実
施し、各学年、各
校務分掌での活
用状況を確認し
て提案を行う。ス
タディサプリを
活用した課題考
査となるよう教
科、校務分掌と連
携を図りながら
改革に取り組む。 

Ａ 

スタディサプリ導入初年
度としてPDCAサイクルの
流れに沿った組織的活用
を進めることができた。
スタディサプリを活用し
た考査を実施したことで
個に応じた生徒の学力到
達状況の把握とその後の
指導の充実に繋げること
ができた。 



 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

3年間を見通

したキャリ

ア教育の推

進 

社会へ貢献でき
る生徒の育成 

「キャリアパス
ポート」を利用
した活動を推進
する。 

キャリアパスポ
ート作成計画に
沿って、生徒が
学びを記録でき
るよう、各学年
・担任との連携
や支援に取り組
む。 

Ａ 

概ね計画に従って進める
ことができた。更に「小
国高校卒業までに身につ
けて欲しい力」がどのく
らい身につけられている
のかアンケート調査を実
施し、生徒の実態を把握
することができた。調査
結果を次年度の指導改善
に繋げていきたい。 

進路目標の
実現 
 
 

教員の進路指導
力の向上 

生徒や保護者に
対して必要な進
路情報を提供で
きる教職員の割
合を全体の25％
にする。 

職員の進路指導
力向上のために
研修機会を提供
する。 

Ｂ 

オンライン上での研修機
会は増加しているが研修
に参加する職員に偏りが
出ている。様々な職員が
参加できるような工夫を
検討していきたい。 

３年生全員の進
路実現の達成 

全職員が関わる
進路指導 

面接指導や小論
文指導について
、全職員で指導
を行う。 

Ａ 

全職員の協力の下、一丸
となって指導に取り組ん
だことで、大きな成果を
得ることができた。更に
小論文指導ではスタディ
サプリを利用するなど、
より効果的な指導を進め
ることができた。 

生徒  
指導 

基本的生活
習慣の確立 

コロナ禍の生活
様式とマナー、学
校生活の指導の
徹底 

新型コロナウイ
ルス感染拡大防
止の観点から生
活様式やコロナ
禍の社会生活に
伴って、差別を
許さない姿勢や
基本的生活習慣
について指導を
徹底する。 

集会で講話を実
施するとともに、
学年と連携して
コロナ禍での生
活様式や差別、基
本的生活習慣の
指導を徹底する。 

Ｂ 

コロナ差別が起こらない
ように、誰にでも感染す
ることはあるということ
を踏まえて時期や状況に
応じた周知をしている。
また、保健部と連携し、
生徒の生活状況把握や対
策を講じている。現在の
ところ感染者は出ていな
いが、今後も状況に応じ
た対策や予防をしていく
必要がある。 

予防指導の徹底 特別指導につな
がる事例や事件
事故などの危機
を予測し、声か
けや事前指導の
機会を定期的に
設ける。 

生徒指導部職員
を中心に登校指
導を実施し、継
続的に声かけを
行う。生徒の現
状に合わせ、長
期休暇前や行事
前後に内容を厳
選して集会で講
話等を行う。 

Ｂ 

５月に特別指導が１件発
生した。発生した経緯や
指導を振り返りつつ、今
後の指導や啓発につなげ
ていけるようにする。校
則を定期的に見直すこと
や、各学年、担任団と連
携しながら事前指導を中
心とした取り組みを継続
して取り組んでいく。 

生徒  

指導 

交通道徳に
関する意識
の高揚 

交通事故・交通
違反を無くす 

重傷に繫がる交
通事故「０」、
交通違反「０」 

交通安全教室を
開催し、交通委
員が定期的に交
通安全について
呼びかける。 

交通関連情報を
職員に周知する
ことで指導の統
一を図る。 

Ａ 

交通事故、交通違反は０
件であった。小国警察署
の職員の方を講師として
招き、交通教室を実施し
た。最近の交通事情に応
じた講話をしていただき
生徒への交通安全への意
識向上を促した。自転車
保険の義務化など新しい
情報を交通委員が中心と
なり、掲示物を作成した
り、情報発信による啓発
をしたりしていく。 

 
  



    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 
人権教
育の推
進 

人権教育に

対する理解

の深化 

 

地域の人権関係

行事への参加 

小国郷人権啓発

フェスティバル

に１年生全員が

参加する。小国

町人権子ども会

における教科学

習会や人権学習

の充実を図る。 

事前指導を実施

して参加する意

義を理解させ、実

施後に取組につ

いて振り返りを

行う。小国町人権

子ども会での取

組を通じて学ん

だことについて

参加生徒を対象

として、まとめを

行う。 

Ａ 

小国町人権子ども会にお
ける教科学習会は昨年度
より参加者も実施回数も
増やすことができ、活動
の充実を図ることができ
た。小国郷人権啓発フェ
スティバルに関しては、
今年度も対面でのフェス
ティバル開催は見送られ
たが、フェスティバルに
向け１年生全員が人権作
文に取り組むことができ
た。 

人権教育に取り
組む姿勢の捉え
直し 

教師が自身の姿
勢を言葉で表現
し発信できるよ
うになる。 

人権に関する研
修会等に全職員
１回以上参加す
る。人権教育実
践報告(レポー
ト)を作成する。
校内研修では、
レポート等につ
いて相互に意見
を交換すること
で人権教育に関
する理解を深め
る。 

Ｂ 

人権に関する研修会等に
全職員１回以上参加する
ことは、コロナ禍の影響
もあり達成できなかった
が、その分校内研修を充
実させることができた。
次年度は、特に熊本県人
権教育研究大会と課題別
研究会の職員の参加率を
上げていきたい。 

命を大切に
する心を育
む指導 
 

自尊感情と自己
有用感を高める 

生徒に命の大切

さを再認識させ

自身の大切さと

役割に気づかせ

る。心のアンケ

ートにおいて｢

誰かの役になっ

ていることがあ

る｣、｢自信のあ

ることや自慢で

きることがある

」と答える生徒

を昨年度の県平

均以上にする。 

｢命を大切にする

心｣を育む指導プ

ログラムの指導

ユニットに基づ

き、生徒の自己実

現等の意識を高

める。実践毎にア

ンケート又は感

想文を書かせ、自

身を見つめ直す

機会を持つ。実践

した指導ユニッ

トの効果につい

て、取組を検証す

る。 

Ｂ 

スクールロイヤーによる
生徒向けの講演会におい
て、一言の重さについて
考える機会を提供し、生
徒に命の大切さを再認識
させる取組ができた。心
のアンケート結果からは
「誰かの役に立っている
ことがある」と答えた生
徒が22.4％(県平均21.6
％)、｢自信のあることや
自慢できることがある」
と答えた生徒が41.4％(
県平均36.0％)と向上し
た。 

いじめ
の防止
等 

いじめの未

然防止 

 

 

人権意識を高め、

自身の行動がど

のような影響を

及ぼすかといっ

た想像力を育む 

いじめる側につ

いての問題、集

団の中に属する

生徒についての

問題、人の痛み

がわかるように

なること等につ

いて生徒に理解

させる。 

人権教育ＬＨＲ

を計画的に実施

し、スクールロイ

ヤーによるいじ

め予防について

講演会を実施す

る。人権週間に合

わせた人権朝読

書を行い、人権作

文、標語を作成す

る。 

人権だよりを定

期的に発行する。 

Ｂ 

例年の取組に加えてスク
ールロイヤーによる講演
会も実施し、いじめの未
然防止に向けた取組を充
実させることができた。
次年度は人権朝読書の取
組を生徒主体で行い、更
に人権意識が高まるよう
充実を図りたい。人権だ
よりについては、例年同
様に発行し、更にいじめ
防止につながる動画を視
聴して生徒の意識を高め
ることができた。 

 
  



    評価項目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 
いじめ
の防止
等 

いじめの早

期発見とい

じめ事案へ

の対応 

 

アンケート調査

の実施と事後対

応 

いじめ事案につ

い て は 解 消 率

100％を達成す

る。 

各学期１回いじ

めアンケート（心

のアンケート）を

実施する。いじめ

事案が発生した

場合、速やかに対

応する。 

Ａ 

計画通り学期１回の実施
ができた。いじめ事案に
対し、早期の解決に向け
組織的に取り組むことで
解消率100％を達成でき
た。 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙなど
) 

地域協働活
動の推進 

総合的な探究の
時間の活用 

地元のことを学
び、考え、伝え
るための「小国
郷を知る」講座
に加えて、CORE
ハイスクール・
ネットワーク構
想において他地
域の高校と連携
した課題解決型
の学習活動を行
う。 

地域の魅力を引
き出し、課題を解
決するための具
体的方策を両町
役場等と連携し
て提案する。２年
生では、県外を含
めた他地域の生
徒と意見交換を
重ね、探究活動の
深化を図る。 

Ａ 

１年生で、阿蘇ジオパー
ク協議会の協力を得て講
演やワークショップなど
を行い、地域のことを深
く知る機会を持つことが
できた。２年生でも昨年
度から継続している山形
県や岩手県の高校生徒の
交流に生徒が積極的に参
加し、より深く探究活動
を行うことができた。 

地域団体との協

働活動の実践 

ボランティア活
動に積極的に参
加する。高齢者
支援や障がい者
支援など、地域
で必要とされて
いる活動に全校
生徒の８割以上
が取り組む。 

両町の社会福祉
協議会等と連携
して、高齢者支援
や障がい者支援、
子育て支援、美化
活動などに参加
し福祉活動に対
する生徒の理解
を深め、積極的に
携わる姿勢を育
てる。 

Ｂ 

コロナ禍のため、高齢者
や障がい者に向けたボラ
ンティア活動を十分に行
うことはできなかったが
ボランティアに関する学
習会を実施して生徒のボ
ランティアに対する意識
を高めることができた。 

学校運営協
議会制度の
充実 
 

学校運営協議会
の支援による特
色ある学校づく
り 

本校に対する要
望等を聴取し、
本校の役割を明
確にして地域か
らの信頼と相互
理解に基づく関
係を構築する。 

学校運営及び地
域貢献に生かす
ために、学校運営
協議会だけでな
く、授業参観や学
校行事において
も委員を中心と
した地域の方と
意見交換を行う。 

Ｂ 

感染症予防のため、授業
参観や学校行事への参加
をしていただくことはで
きなかったが、書面等で
多くの意見を伺うことが
できた。 

中高一
貫教育
の推進 

 

中高一貫教
育の充実 

三校合同の交流
活動の充実（生徒
交流） 

 

第２回中高一貫
三校合同研修会
における生徒交
流のアンケート
項目について肯
定的な評価を80
％以上にする。 

コロナ禍でリモ
ートを活用した
三校の生徒同士
が交流する場を
設定する。 

Ｂ 

リモートで生徒交流を行
う計画案まではあがった
ものの、実施までは至ら
なかった。体験入学にお
いて中学３年生と高校１
・２年生との交流の場と
して座談会を実施し、中
学生から好評であった。
次年度に向けて生徒交流
の場を提供できるよう検
討していきたい。 

 
  



４ 学校関係者評価 
○コロナ禍で地域との連携が希薄になり、開かれた学校づくりに逆行する社会情勢になっている。生

徒と社会を繋ぐ窓口である家族とのコミュニケーションも十分ではない。今後、生徒、家庭、社会
とのつながりを再構築する必要がある。 

○家庭学習の習慣化については、家庭環境の変化にも一因がある。家庭学習ができない、学習しない
生徒の背景を考える必要がある。 

○命を大切にする心を育む教育という項目があるが、地域の社会福祉協議会で、社会的に困窮してい
る人の支援を行い、誰一人取り残さない社会づくりを行っている。関係機関と連携して福祉教育を
行ってはどうだろうか。 

○進路指導については素晴らしい結果を残していて、生徒、教職員、保護者の努力の結晶だと思う。 
○コロナ禍の中、ICTの推進など、新しい時代に合わせた教育・学校運営は大変だと思う。小国郷の

最高学府として必要な教育機関である。地域と一体となって生徒たちの教育と成長の支援をお願い
したい。 

○生徒は、学校生活を真摯に楽しく過ごしていることが伺える。小国高校に進学したいと思う中学生
が増えれば良いと思う。 

○生徒は楽しく学校生活が送れているようだ。保護者も学校の教育に満足しているように思われる。
もう少し地域活動への参加があれば良いと思う。また、進路については、地元への就職がもう少し
あって欲しい。 

○常に情報発信を行い、継続していくことが大切だと思う。地元広報誌や地域のＦＭラジオ、ケーブ
ルテレビの番組など地域への発信も続けて欲しい。 

 

５ 総合評価 
新型コロナウイルス感染症の影響により、教育活動に制約がある中、教育目標の達成に向けて取り

組んだ。自己評価総括表では評価がＡとＢの項目が多く、目標を概ね達成できたと考える。 
本校の魅力を発信するため、地域のＦＭラジオやケーブルテレビ局の協力を得て、広報活動に力を

入れた。定期的に番組が放送され、本校の情報と魅力を発信することができ、地域の方から良い評価
をいただいている。 

進路指導では、国公立大学進学者数が過去最高を記録し、就職についても、全員の進路決定を達成
するなど、生徒の希望及び保護者の期待に応えることができたように思う。 

生徒指導では、警察署の協力を得て交通安全教室を開催するなど、交通指導に力を入れた。交通事
故及び交通違反は０件で、目標を達成することができた。 

学校評価アンケートの結果から、本校に対する生徒及び保護者の評価は高く、期待されていること
を感じる。来年度の創立１００周年に向けて、教育活動の更なる充実を図り、本校の存在価値を高め
る取組を行う。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
○来年度は創立１００周年を迎える。地域に根ざした、地元から期待される高校であり続けるために

地域と連携した取組を継続し、本校の更なる魅力化を図る。 
○生徒の家庭学習の習慣化については、目標を達成したものの、予習・復習を中心とした学習習慣の

確立と進路志望を意識した取組とするためには、更に工夫が必要である。生徒の意識改革と教師の
指導の在り方、課題の質や量について今後も改善を重ねていく。 

○ボランティア活動については、感染症予防のために活動が制限され、希望をしていても参加できな
い生徒が多かった。来年度は生徒の興味関心がある分野での参加ができるよう、関係機関と連携を
取って積極的に案内等の情報を発信する。 

○中高一貫教育については、コロナ禍で思うように活動ができず、十分な成果を残せなかったが、来
年度の取組が充実するように準備をしていきたい。 

  

 


